
日時　平成29年2月12日（日）14:00～16:30 13:30開場

会場　アサコムホール　定員150名・参加費無料
 　　 大阪市北区中之島2-3-18 朝日新聞大阪本社内（中之島フェスティバルタワー12階）

がん患者の
スピリチュアル・ケア
緩和現場の中から外から

主催／ NPO法人がんと共に生きる会　　協力／ NPO法人大阪がんええナビ制作委員会
後援／大阪府、（公財）大阪対がん協会、朝日新聞社、産経新聞社、
　　　特定非営利活動法人泉州がん医療ネットワーク、（公財）大阪成人病予防協会

プログラム（進行により、時間が前後することがあります。）

※ロビーにインフォメーションデスクを設置。
当会が参加する、がん情報サイト「大阪がんええナビ」体験コーナーの開設、患者会資料の配布などを行います。

講演 14：00 ～ 「よく生きること ～スピリチュアル・ケア～」 
講師
進藤 喜予氏

講演 15：00 ～ 「外からがんのスピリチュアル・ケアを高める」 
講師
平岩 正樹氏

小憩

ディスカッション 16：00 ～ 講師のお話の後、会場の皆さまとの質疑応答、意見交換を行います。

この事業は、大阪府がん対策基金の
補助金を活用して行っています。

NPO法人
がんと共に生きる会

市立東大阪医療センター
緩和ケア内科主席部長

進藤 喜予氏
 

【略歴】　日本緩和医療学会暫定指導医、日本
内科学会認定内科医、緩和ケアの基本教育に
関する指導者研修会修了。

医師

平岩 正樹氏
 

【略歴】　1953年広島市生まれ。東京大学物理
工学科卒業後、会社勤務を経て同大医学部へ
再入学。 卒業後、東大病院第一外科、国立
がんセンター、共立蒲原総合病院がん治療部
長などを歴任。がん診療情報の完全公開実施、
都内病院での「がんの相談室」やインターネットで「がんのｗｅb相談室」を開
設。 53歳で東京大学へ再 入々学、東洋史などを学んだ後、現在は茨城県
内の病院で総合内科医として勤務。 ＮＰＯ法人がんと共に生きる会顧問。
がん診療や患者との関わりについての著書多数。

公開講座
無料

がん患者における「スピリチュアル・ケア」とは、どういうものなのでしょうか？
「スピリチュアル」という言葉は、一般的には「霊的な」「精神的な」という意味で使われています。緩和ケアが広く日本の医療現場でも取
り入れられていく中で、この「スピリチュアル・ケア」への取組みも知られてきました。ただ、それは終末期に相対した患者に用いられて
いることが多いように見受けられます。
では、がんと告げられ、がんと共に生きる患者にとっての「スピリチュアル・ケア」とは？
がん患者があらゆる状態において持つ、生きる意味や価値を見失うことによる苦痛を捉え、「より良く生き続ける」ためのスピリチュアル・
ケアについて、講師のお話を伺いながら話し合ってみたいと思います。
がん患者の皆さまや、サポートにあたるご家族・医療提供者の方々の、たくさんのご参加をお待ちしています。

講　師

2017年 NPO法人がんと共に生きる会 第1回公開講座 in大阪



ご参加人数 名

お名前、所属など
参加者全員についてもご記入ください

※フリガナは必ずお書きいただくよう
　お願いします。

フリガナ フリガナ

フリガナ フリガナ

ご連絡先
※メールアドレスまたは FAX 番号は必須です。

メールアドレス FAX 番号

電話番号

当日お聞きになりたいことが
あればお書きください。

お問合せ
お申込は

FAX：06-6354-3473　メール：info@cancer-jp.com 
定員となり次第、締め切りといたします。下記の必要事項をFAXまたはメールにてお送りください。
受付けを完了した場合のみ、折り返しご連絡します。（お寄せいただいた個人情報は他の目的で使用しません）

会 場 ま で の ご 案 内
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アサコムホール
中之島フェスティバルタワー 12階

日本銀行

朝日新聞社ビル
（解体中）

■地下鉄四つ橋線「肥後橋駅」4番出口より　徒歩2分
■京阪中之島線「渡辺橋駅」12番出口より　徒歩3分
　いずれの駅からも地下道でつながっています。
■地下鉄御堂筋線「淀屋橋駅」7番出口より　徒歩5分
■京阪電車「淀屋橋駅」7番出口より　徒歩5分

会場のアサコムホールは、
中之島フェスティバルタワーの12階にあります。

●ビル北側のエレベーター、向かって左端をご利用ください。12階
に止まります。他の5機は13階直通ですので、13階で降りた後、エ
スカレータで12階へお越しください。
●当日は1階、12階、13階にてスタッフが誘導させていただきます。

NPO法人がんと共に生きる会主催で公開講座「がん患者
のスピリチュアル・ケア」が開催されると伺い、我が意を
得たりという気持ちです。緩和ケアの現場はもとより日常
生活の中でも「生き甲斐」や「生きる意味」を考えることの
大切さと難しさを日々痛感しておりますが、このような講
座が開かれることの意義は極めて高いものと思います。
「スピリチュアル・ケア」は決して終末期にのみ関する問題
ではありませんし、宗教的な神秘的なものに限定される
のでもありません。ごく当たり前の日常生活の中で、ふと
した一瞬に「何のために生きてるのかな。」と感じたり、「つ
らい悩みはないが、生きていても生き甲斐や張り合いが
ない。」等と思ったりするのは、まさに「スピリチュアル」な
問題であると思います。まして終末期のみならず早期がん

であっても、がんと告知された瞬間から、先行き不安が膨
らんで「生きる意味」や「どう生きるのか」と深く悩まれるのは
「スピリチュアル・ペイン」という根源的な苦痛であると思い
ます。
この度の公開講座は、「生き甲斐」や「生きる意味」を考える
際に有用で示唆に富むお話を聴くことができる絶好の機会
となりますので、多くの皆様にご参加頂ければと思います。

公開講座「がん患者のスピリチュアル・ケア」に寄せて

関西福祉科学大学　学長補佐
大学院（心理臨床学）教授

柏木 雄次郎


